
 

 

 

 

 

～地域一体あいさつ運動に参加しました～ 

 九中 PTA より協力依頼があり、南山形小、みはらしの丘小、本沢小、村

特の各校（各 PTA）が連携して１０月１７日（金）に実施しました。 

本校は職員での参加とし、「おはよう！」の声掛けをしました。 

 山聾児童生徒の他、九中の生徒や南山形小の児童とあいさつを交わし地

域として子ども達を見守る活動となりました。 

 

村山特別支援学校仮設校舎工事に伴う 
駐車場制限終了について 

 ７月から行われてきた村山特別支援学校の仮設校舎工事に伴

い、保護者の方々からの登下校や駐車場利用でのご協力ありがと

うございます。建物本体工事が今月末で終わり、大型車両の通行

が終了しました。今後は仮設校舎外回りの工事に移行とのことで

した。引き続きご理解のほどよろしくお願いします。 
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 １０月１５日（水） 
～ 人とのつながりで目指す ウェルビーイング～ 

 今年度も、オンラインを利用して県特Ｐ研修大会が行

われ、全体会では、「県公認心理師・臨床心理士協会 会

長 伊藤 洋子様による「子どものウェルビーイングを目

指した学校と家庭の協同」をテーマに講演がありました。

また、第１分科会「長く働き続けるための就労支援につ

いて」 、第２科会「卒業後に利用できる福祉サービスに

ついて」、第３分科会「卒業後に利用できるパラスポー

ツを通しての社会参加と自分の居場所」のそれぞれの分

科会に、新藤会長さんをはじめ３名の保護者の方に参加

していただきました。ありがとうございました。 

家庭と学校と地域が 

一体となって子ども 

達を育てていくこと 

の大切さを、改めて 

感じた研修でした。 



山聾祭に向けて ～山聾作品展～ 
１０月２０日（月）から、生徒昇降口前の廊下に、全校生が授業で制作

した作品を展示しています。それぞれの個性が光る素敵な作品ばかり 

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～山聾祭実行委員会～  

山聾祭に向けて、１０月上旬から昼休みに集まって何度も実行委

員会を行ってきました。実行委員長の平さん（専攻科１年）を中心

に小学部から高等部までの代表児童生徒による話合いをし、開閉祭

式の内容と分担や山聾祭テーマを検討しました。 

「テーマソング：世界がひとつになるまで」の手話の歌で、山聾

祭の参加者全員が、ひとつに！！ 

 

＊＊山形聾学校への物品寄贈へのお礼＊＊ 
 今年度、社会貢献応援として山形聾学校に物品寄贈をいただきました。

１０月２３日（木）に、赤塚社長と関係者が来校し学校参観をしました。 

 今回、お礼に専攻科生産技術科で製作した椅子をお贈りしました。 

寄贈していただいたものは大切に使用していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

■編集後記■  

日を追うごとに、気温が下がり肌寒い朝が増え秋の気配を感じます。

さらに、クマの出没もあちこちで聞こえています。山聾にもクマが校

地内に入ってきたことが過去にありました。その後に柵を設置し進入

できないように対策を取っています。自宅近辺だけでなく出掛けた先

の場所においても注意し、安全に過ごしていってほしいです。 

＝南山形地区文化祭＝１０月２５日（土）～２６日（日） 

時間：１０：００～１６：００（２日目は１５：００まで） 

場所：南山形コミュニティセンター 

幼～高生徒の作品（絵画・写真）を出展中 

高等部バザー出店１３:５０～１４：４５ 

 

ぜひご覧ください！ 
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